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Spätburgunder Qualitätswein Trocken ＜スクリューキャップ＞ 
 

 

ピノ ノワールの畑はニアシュタインにあり、土壌は石灰質です。アルコール発酵

後、樽で 12～18 ヶ月熟成させます。ガーネットを帯びた濃いルビーレッド、熟した

チェリーやラズベリー、ブラックベリーの果実を思わせる豊かなアロマに樽熟成に

よるバニラやスパイスの要素が混ざり合っています。口当たりはとてもエレガント

で調和が取れています。オークのフレイバーがワインに深みと骨格を与えています。

ベルべットのようにしなやかなタンニンが心地よく感じられます。ジューシーな

レッドベリーやブラックベリーのフレイバーに加え、かすかに土っぽさや森の下草

の要素も感じられます。 
 

【赤・ミディアムボディ】国／地域等：ドイツ／ラインヘッセン 

生産者：ゲオルグ アルブレヒト シュナイダー 

葡萄品種：シュペートブルグンダー（ピノ ノワール） 

熟成：樽で 12～18 ヶ月  残留糖度：0．2g/L 酸度 4．5g/L 

品番：KA-791／JAN：4935919197915／容量：750ml 

¥2,970(本体価格¥2,700)  
 
 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

新入荷 

ゲオルグ アルブレヒト シュナイダーは、1806 年にラインフロントのニアシュタイン

村に設立された、200 年以上の歴史を持つワイングートです。赤い斜面を指す「ローター

ハング」に広がる最高の畑「ヒッピング」を含む 15ha を所有しています。過去 40 年に

わたり、アルブレヒト シュナイダーがワイン造りを行ってきました。かつて名声を誇っ

ていたラインフロントのワインは、大量生産のワインによってその栄光を失っていまし

たが、現在では名声を取り戻し、再び注目を集めるエリアとなっています。現在は、長女

のウルスラと夫のシュテファンがワイナリーを引き継いでいます。世代交代した後、新

しく醸造設備を刷新し、ワインはさらに洗練された品質となりました。 

 


